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論    文

歯科衛生士学科学生における音波歯ブラシ体験による使用感の変化

松村久美
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Change of the F eeling of Useing Sonic Toothbrush by the Student of Dental Hygiene
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近年,|1腔と全身との関わりが広 く知られるようになり,口腔の健康に対する意識の高まりから,効果的

な口腔清掃が可能である多種多様な歯ブラシに対する興味も高まってきている.それに伴い,プラークの除

去効果が高いとされる音波歯ブラシや超音波歯ブラシの販売が増加している.音波歯ブラシは音波効果によ

り歯周病の治療の促進や再発防止にも効果があるといわれているが,それらを用いた国腔清掃指導はあまり

行われていないのが現状である.そ こで音波歯ブラシに着目し,その認知度を調査するとともに,約 1カ 月

間の音波歯ブラシの体験により,音波歯ブラシ使用前後のイメージや使用感が変化するかを調査し,今後の

歯科保健指導に役立てることを目的とした .

対象は,M短期大学歯科衛生士学科 1年に在籍する女子学生41名 (1&8± 2′歳)で ,本研究について説明し,

同意を得られた者である.方法は被験者にSonicare・ FlexCare(株 式会社フイリップスエレクロトニクスジャ

パン,東京,振動数 :31,000回 /分,振動方向 :左右,振動幅 :5mm.以 下,音波歯ブラシ)添付の説明用
DVDを 用いて使用方法を説明したのち,平成27年 7月 6日 ～31日 の26日 間音波ブラシを使用してもらった .

また,使用開始前の 7月 6日 に,使用開始12日 後の 7月 17日 に,使用最終 日の 7月 31日 にアンケートを行った .

その結果,音波歯ブラシの認知度は,知 らない者が63Ю %,知 っている者が37.0%で あつた また,音波
歯ブラシ使用の慣れでは,26日 間の使用により57.9%の 者が慣れたと回答し,音波歯ブラシの憤れと使用期
間の関係に関連性が認められた (p<0.05).音波歯ブラシ使用によるイメージの変化については.変化 した

者が95Ю %で,こ のうち使用感に関するイメージの変化が最も多 く,564%であった.今後の音波肯ブラシ
継続使用の意思は,継続したい者が55.0%,どちらかといえば継続したい者が450%で あった.こ のことから,

音波歯ブラシを継続的に使用することで,ブラッシング技術が上が り, より効果的に行えると期待できる.

今後は,患者に音波歯ブラシを気軽に使用してもらえる環境を整え,多 くの人にとって音波歯ブラシが歯ブ
ラシの新しい選択肢となるよう,歯科衛生士が正しい知識と技術を備えておくことが大切であると考える.

キーワー ド:音波歯ブラシ,手用歯ブラシ
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I.緒 言

日常生活において歯ブラシを用いた清掃は,物理

的プラークコントロールの最も主要な方法である
1).

ブラッシングによる清掃とは国腔の組織を清潔に保

ち,かつその機能を高め,歯科領域の 2大疾患であ

る歯再蝕や歯周疾患を予防するために,日腔内の汚れ,

ことに歯面の堆積物,す なわちプラークや歯石など

を除去または抑制することであり,そ れによって,

日腔だけでなく全身の健康の保持 。増進を図るとい

う概念が一般的になってきている
21.健
康増進を日

指した健康生活行動の一つである日腔清掃は,健康
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のために行っている行動,食事や排泄,手洗いなど
と同様に生活の中に定着した行動である

3).

日常生活に欠かすことのできない歯ブラシである

が,普段手にする市販の歯ブラシには多種多様なもの

があり,専門的に機能性や清掃性を重視したものから,

デザインなどにこだわり,人々の興味を引き付けるこ

とを目的としたものまである。その中から人々は自分

に合ったものをなんらかの形で選択することになる

が,使用する歯ブラシや清掃方法の選択には対象者
の年齢,日腔内の状況,身体的状況を考慮する必要
がある
12).そ
の中でも手用歯ブラシは口腔清掃の基

本となる清掃器具であるがプラーク除去効果に個人

差が大きく,各国腔内にあった技術が必要とされる4).

このように近年では口腔と全身との関わりも広く知

られるようになり,日腔の健康に対する意識の高まり

から.効果的な回腔清掃が可能であるとする多種多
様な歯ブラシに対する興味も高まってきている.それ

に伴い,プラークの除去効果が高いとされる音波歯
ブラシや超音波歯ブラシの販売が増加している.手

用歯ブラシでは小刻みに手を動かすことでプラーク

を落としていくが,音波歯ブラシは毎分約30,000回の

音波振動を発生させプラークを除去していく。この音

波歯ブラシはプラーク除去だけではなく,音波効果を

上手に利用し,宿主の抵抗性を高め,細胞増殖を活
性化させることにより,歯周病の治療の促進や再発
防止に効果があるとも言われている。しかしながら,

音波歯ブラシや超音波歯ブラシを用いた回腔清掃指

導はあまり行われていないのが現状と考えられる
5～ 7).

そこで今回は,プ ラーク除去や歯肉マッサージ効
果が高いとされている音波歯ブラシに着目し,その

認知度を調査するとともに,約 1カ 月間の音波歯ブ
ラシの体験により,音波歯ブラシ使用前後のイメー

ジや使用感が変化するかを調査し,今後の歯科保健
指導に役立てることを目的とした.

Ⅱ.対象および方法

1.調査対象
被験者は,M短期大学歯科衛生士学科 1年に在籍
する女子学生41名 (18.8± 27歳 )で ,本研究につい
て詳しく説明し,同意を得られた者である.
2.調査時期
平成27年 7月 6日 ～ 7月 31日 の26日 間である.

3.調査方法
1)音波歯ブラシの使用
同意を得た被験者41名へSonicareC FlexCare(株
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式会社フイリップスエレクロトニクスジャパン,東
京,振動数:3L000回 /分,振動方向 :左右,振動幅 :

5mm.以 下,音波歯ブラシ)添付の説明用DVDを
用いて使用方法を十分に説明したのち, 7月 6日 ～

7月 31日 の26日 間実際に音波歯ブラシを使用しても

らった。使用開始12日 後の 7月 17日 に再度,使用方

法の確認を行った.

2)口腔清掃状況と音波歯ブラシに関するアンケート
対象者の回腔清掃の現状と音波歯ブラシの認知度

や使用経験の有無,使用感の変化等について,使用開

始前の7月 6日 (以下,使用前),使用開始12日 後の7

月17日 (以下,使用中),使用最終日の7月 31日 (以下 ,

使用後)に質問紙法でアンケートを行い,回収率は

100%であった.ア ンケートの内容は次のとおりである.

(1)使用前アンケート
1日 のブラッシング回数および時間帯, 1回のブ

ラッシング時間,補助的口腔清掃用具の使用状況 ,

歯ブラシの選択基準,音波歯ブラシの認知度,音波
歯ブラシ使用経験の有無,音波歯ブラシ使用のきっ

かけ,音波歯ブラシのイメージ

(2)使用中アンケー ト
1日 のブラッシング回数および時間帯, 1回 のブ

ラッシング時間,補助的回腔清掃用具の使用状況 ,

12日 後の音波歯ブラシ使用状況,音波歯ブラシ使用
による熟練度,12日 間音波歯ブラシを使用しての感想

(3)使用後アンケート
1日 のブラッシング回数および時間帯, 1回のブ

ラッシング時間,補助的口腔清掃用具の使用状況 ,

26日 後の音波歯ブラシ使用状況,音波歯ブラシ使用
による熟練度,音波歯ブラシ継続の意思,26日 間音
波歯ブラシを使用しての感想およびイメージの変化

なお,使用前アンケー トは,「音波歯ブラシ使用
経験の有無」で「以前使用 していた」「現在使用し

ている」と回答した被験者に,「音波歯ブラシ使用

のきっかけ」について回答してもらった。次に,使
用中アンケー トにおいて,「 12日 後の音波歯ブラシ

使用状況」で「使用している」と回答した被験者に,

「音波歯ブラシ使用による熟練度」について回答し,

また使用後アンケー トにおいても,「 26日 後の音波

歯ブラシ使用状況」で「使用している」と回答した

被験者に,「音波歯ブラシ使用による熟練度」およ

び「音波歯ブラシ継続の意思」について回答しても

らった.使用前・使用中・使用後のアンケートは選
択形式および一部,自 由同答式で行った。
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4.倫理的な配慮
被験者には研究の趣旨を説明し,研究への協力は

自由意志であり,途中で研究を拒否することも可能

であること,それによる不利益は生じないことを伝

えた。また,研究で得られたデータは匿名性を確保

し,データを研究目的以外には使用しないことを保

証する旨の説明を行い,書面による同意を得た.

Ⅲ.結 果

1.口腔清掃の状況
1)1日 のブラッシング回数
「 1日 のブラッシング回数」は図1の とおり,「 3

回」が最も多 く,使用前87.8%(36名 ),使用中
90.2%(37名 ),使用後85.4%(35名 )であった.次

いで「4回」が使用前73%(3名 ),使用中7.3%(3
名),使用後122%(5名 )であった.
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図 3 時間帯ごとの使用する歯ブラシの種類

3)1回 の平均ブラッシング時間
「 1回 の平均ブラッシング時間」は図 4の とおり,

手用歯ブラシは使用前が5.2分,使用中が49分,使

用後が5.2分であまり変化はなく,5分 前後であっ
た.音波歯ブラシは使用中が39分,使用後が45分

と少し時間が伸びた。また,手用歯ブラシと音波歯

ブラシを比較すると,音波歯ブラシの方が平均して

1分程度ブラッシング時間が短かった.
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艤音波歯プラシ 爾手用歯ブラシ

図4 1回の平均ブラッシング時間

4)補助的口腔清掃用具の使用状況
「補助的口腔清掃用具の使用状況」は図 5の とお

り,使用前では「デンタルフロス」が最も多 く
37.8%(17名 )であった.ま た,使用中,使用後に

おいては「使用していない」が最も多くなり,使用

中が46.5%(20名 ),使用後が43.2%(19名 )で ,次
いで「デンタルフロス」が多く,使用中が442%(19

名),使用後が38.6%(17名 )であった.使用前と

使用後で比較すると,「使用していない」という者

が多かった.

5)歯ブラシの選択基準
「歯ブラシの選択基準」は図6の とおり,「ヘッド

の大きさ」が最も多く48.8%(20名 ),次いで「価格」

が41.5%(17名 ),「毛先の形状」が34.1%(14名 )

と多かった.歯ブラシのデザインやTV,雑誌など

明倫紀要 19(1)
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図 1 1日 のブラッシング回数の変化

2)ブ ラッシングの時間帯
「 1日 のブラッシングする時間帯」は図 2の とお

り,使用前,使用中,使用後のいずれも朝食後,昼
食後,就寝前の 3つの時間帯にブラッシングをして

いる者が多かった.ま た,使用歯ブラシに注目して

みると図 3の とおり,朝食後,夕食後,就寝前では

手用歯ブラシより音波歯ブラシを使用している者が

多く,昼食後では手用歯ブラシを使用している者が

多かった.
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図5 補助的口腔清掃用具の使用状況 (複数回答 )

図 6 歯ブラシの選択基準 (複数回答 )
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の広告よりも歯ブラシ自体の形状にこだわり,選択
している者が多かった。

2.音波歯ブラシの現状
1)音波歯ブラシの認知度
実験開始時の「音波歯ブラシの認知度」は図 7の

とおり,「知らない」と回答した者が63.0%(26名 )「知っ

ている」と回答した者が37.0%(15名 ),であった.
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2)音波歯ブラシ使用経験の有無
実験開始時における音波歯ブラシの認知度で,

「知っている」と回答した15名 に,「音波歯ブラシ使

用経験の有無」をアンケートした結果,図 8の とお

り,「使用したことがない」が87.0%(13名 ),「以

前使用していた」が130%(2名 )であった。「現
在使用している」については該当者がいなかった.

また,「以前使用していた」と回答した2名 は,「音

波歯ブラシ使用のきっかけ」の回答について,「家

族や知人の薦め」が 1名 ,「歯科医院の薦め」が 1

名であった.

2)音波歯ブラシ使用による熟練度
音波歯ブラシの使用状況で「現在使用している」,

「 1度やめたが再開した」と回答した者へ「音波歯

ブラシ使用による熟練度」についてアンケートした

結果,図 9の とおり,使用中では「まあまあ慣れた」

が62.5%(25名 )と 最も多く,次いで「慣れた」が

32.5%(13名 )であった.使用後では「慣れた」が

579%(22名 )で最も多くなり,次いで「まあまあ

慣れた」が42.1%(16名 )で ,使用期間の経過とと

もに「慣れた」と感じる者が多かった.ま た,使用

中では「慣れていない」が5.0%(2名 )い たが ,

使用後には該当者がいなかった。独立性の検定の結

果では音波歯ブラシの熟練度と使用期間に関連性が

認められた (p<0.05).

有意差あり:p<005

図 9 音波歯ブラシの熟練度 :使用中n=40,使用後n=38

3)音波歯ブラシを使用しての感想
「使用しての感想」で「良かった点」は表 2の と

おり,使用中,使用後いずれにおいても「歯がッル

ツルになる」が最も多 く,そ れぞれ48.8%(20名 )
であった.次いで,使用中では「手用歯ブラシより

磨けている気がする」3■7%(13名 ),使用後では「手

の疲労感が少ない」300%(9名 )であった.ま た,

少数意見であるが,使用後の感想として,音波歯ブ

ラシの機能に着目した「タイマー機能が付いていて

磨きやすい」,「音波歯ブラシの音波歯ブラシの充電

がかなりもつ」などの感想のほか,「意識してブラッ

シングするようになった」,「ブラッシングが楽しく

なった」というブラッシングに対する意識の変化が

みられた。

次に,「悪かった点」では表 3の とおり,使用中,

使用後いずれにおいても,「歯磨剤や唾液の飛沫」

が最も多 く,使用中では46.4%(19名 ),使用後は

明倫紀要 19(1)

現在使用 して

(n=15)

図8 音波歯ブラシの使用経験の有無

3.音波歯ブラシ使用感とイメージの変化
1)音波歯ブラシの使用状況
「音波歯ブラシの使用状況」は表 1の とおり,使
用中は「使用している」が976%(40名 ),「使用し

ていない」が2.4%(1名 )であった。使用後は「使

用している」が927%(38名 )であった.その中に

は「 1度やめたが再開した」9.8%(4名 )を含む.

また,「使用していない」が73%(3名 )であった.

「 1度やめたが再開した」 4名に対し,再開理由を

質問したところ,「音波歯ブラシのほうが歯がッル

ツルになる」,「手用歯ブラシより磨いた後が気持ち

いい」という理由であった.ま た,「使用していない」

3名 の理由は,「唾液や歯磨剤の飛沫」,「対合歯に

触れたときの振動」など使用時の不快事項のほか.

「音波歯ブラシの充電に手間がかかる」などの理由

が上げられた。

表 1 音波歯ブラシの使用状況
使用中   使用後

(%)

100

80

60

40

20

0

使用中 使用性

艤慣れた 藤まあまあ慣れた 鷺慣れていない

使用している

使用していない

(1度やめたが再開した)

97.600

2.49そ )

92.700

7.396

(9.8%)

(n=41)

4211
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表2 音波歯ブラシを使用してみて良かった点 (自 由回答)
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(良かった点) 使用中 使用後 差 (%)

歯がッルッルになる

手用歯ブラシより磨けている気がする

プラッシング時間の短縮になる

手の疲労感が少ない

簡単にきれいになる

口腔内がスッキリする

歯肉マッサージが気持ちいい

意識してブラッシングするようになった

1本 1本磨けている感じがする

タイマー機能が付いていて磨きやすい

ブラッシングが楽しくなった

音波歯ブラシの充電がかなりもつ

48.89′ 6

31.796

26.89′ 6

30.09そ )

73%
4.996

4.996

48.80()

2440()

17.1%

30.09´ 6

4.99′ 6

4.9()6

4.99る

2.49`

2.496

2.496

2.496

0.096

-7.396

-9.800

0.0°。

-7.300

0.096

0.0%

4.996

2.496

2.49そ )

2.49′ 6

2.4(%)

(n=41)

表3 音波歯ブラシを使用してみて悪かった点 (自 由回答)
(悪かった点) 使用中 使用後 差 (%)

歯磨剤や唾液の飛沫

対合歯に振動が響く

隣接面が磨けているか不安

くすぐったい

振動が不快

タイマー機能の切り替えが難しい

操作が難しい

音が大きい

あまり口腔内がスッキリしない

前歯が磨きにくい

細かいところにブラシが当てにくい

磨けたつもりになってしまう

音波歯ブラシの充電が手間

慣れるまで時間がかかる

舌が磨けない

持ち運びしにくい

歯面に強く当て気味になる

本体が重い

2分で止まるのが嫌

46.49る

29.300

19.500

17.1%

7.300

7.396

4.996

2.400

2496

2.4%

2.40。

2.4%

29.396

24.49る

12.20t)

7.39る

7.396

4.996

4.996

2.49′ 6

4.9%

2.496

2.496

2.400

2.4%

2.400

2.496

-17.100

-4.99'6

-7.396

-9.896

0.096

-7.300

0.000

2.496

-2.496

-2.496

-2.400

0.0%

4.996

2.496

24%
2.496

2.496

24%
2.496

29.3%(12名 )で ,使用後に大きく減少した.次いで ,

使用中,使用後ともに「対合歯に振動が響 く」で ,

使用中では29.3%(12名 ),使用後は24.4%(10名 )
であった。また,少数意見であるが,使用中では,「あ

まリスッキリしない」,「前歯が磨きにくい」など被

験者の技術の問題が上げられた.使用後では,「音

波歯ブラシの充電が手間」,「持ち運びが不便」,「本

体が重い」など音波歯ブラシ製品に対する不満が上

げられた.

4)音波歯ブラシのイメージ
「音波歯ブラシ使用によるイメージの変化」は図

10の とおり,「変わった」が95.0%(39名 ),「変わら

(n=41)

なかった」が2.5%(1名 ),「無同答」が2.5%(1名 )

であった。また,「変わった」と回答した39名に,「ど

のように変わったか」と質問した結果,「刺激が強

く痛そうだと思ったが,気持ちよかった」,「 きれい

に磨けるか疑間であったが,歯がツルッルになった」

など,「使用感」に関するイメージの変化が56.4%(22

名),「操作方法が難しいと思ったが,簡単だった」

など,「使用法」に関するイメージの変化が333%(13

名),「その他」が10.3%(4名)であった。

5)音波歯ブラシ継続の意思
使用後の時点で「使用している」または「1度や

めたが再開した」と回答した38名 に対し,「今後も
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図10 音波歯ブラシに対するイメージの変化の有無

音波歯ブラシの継続の意思」をアンケートした結果,

図11の とおり,「継続したい」が55.0%(21名 ),「 ど

ちらかといえば継続したい」が45.0%(17名 )で ,「継

続したくない」については該当者がいなかった.

図11 音波歯ブラシ継続意思の有無

Ⅳ.考 察

1.口腔清掃の状況
「 1日 のブラッシング回数」は図 1の とおり, 3

回が最も多く,使用前87.8%(36名 ),使用中90.2%

(37名 ),使用後85.4%(35名 )であった。次いで4

回が使用前73%(3名 ),使用中7.3%(3名 ),使
用後12.2%(5名 )であった.使用前,使用中,使

用後において,大 きな差は見られなかった.こ れは

音波歯ブラシを使用しても被験者の生活習慣は変わ

らず,1日 のブラッシング回数に影響しなかったと

思われる.

また,「 1日 のブラッシングする時間帯」は図 2

のとおり,使用前,使用中,使用後のいずれも朝食

後,昼食後,就寝前の 3つの時間帯にブラッシング

をしている者が多かった.その際の使用歯ブラシに

注目してみると図 3の とおり,朝食後,夕 食後,就

寝前では手用歯ブラシより音波歯ブラシを使用して

いる者が多く,昼食後では手用歯ブラシを使用して

いる者が多いという結果であった.電動歯ブラシの

欠点として持ち運びの不便さがある
8)と ぃわれてい

るが,本研究においても,音波歯ブラシの持ち運び

の不便さから,起床後,朝食後,夕食後,就寝前と

いった自宅にいる時間帯は音波歯ブラシの使用が多

く,昼食後といった出先では手用歯ブラシを使用す

る者が多かったのではないかと考えられる.

「 1回の平均ブラツシング時間」は図 4の とおり,

手用歯ブラシは使用前が5.2分 ,使用中が4.9分,使

用後が52分であまり変化はなく, 5分前後であっ

た.音波歯ブラシは使用中が3.9分,使用後が45分

と少し時間が延長した。一般に音波歯ブラシや電動

歯ブラシの利点としてブラツシング時間が短縮され

ると周知されている
9が,本研究においては,大幅

な時間短縮はなく,1分程度であった.実験に使用

した音波歯ブラシはタイマー機能があり,2分間経

過すると停止されるが,それを超えるブラッシング

時間であったことは,被験者が歯科衛生士学科学生

であり,歯科保健指導等の講義により音波歯ブラシ

に興味を持ち,使用したためと考えられる.

「補助的口腔清掃用具の使用状況」は図 5の とお

り,使用前ではデンタルフロスが最も多く37.8%(17

名)であった.ま た,使用中,使用後においては,

使用していない者が最も多くなり,使用中が46.5%

(20名 ),使用後が43.2%(19名 )で ,次いでデンタ

ルフロスが多 く,使用中が442%(19名 ),使用後

が386%(17名 )で あった。使用前と使用後で比較

すると,使用していない者が多かった.通常のブラッ

シングでは歯間隣接面や孤立歯などは特にプラーク

を完全に除去することは困難であると考えられてい

る
2)が,本研究では音波歯ブラシの性能の良さを過

信したことから,補助的口腔清掃用具によるブラッ

シングを簡略化 してしまい,そ の使用減少につな

がったと考えられる.今後は音波歯ブラシ使用時に

おいても,日腔内の状況によっては補助的口腔清掃

用具の指導は重要であるといえる.

また,「歯ブラシの選択基準」は図 6の とおり,

「ヘッドの大きさ」が最も多く488%(20名 ),次い

で「価格」が4■5%(17名 ),「毛先の形状」が34■ %

(14名 )と 多かった.歯ブラシのデザインやTV,雑

誌などの広告よりも歯ブラシ自体の形状にこだわ

り,選択している者が多かった.歯ブラシの形状に

関しては一般にブラッシング指導では,シ ンプルで

コンパクトな歯ブラシが画一的に選択されている傾

向にある
10).す でにそのことを学習した,歯科衛生



士学科学生が被験者であったため,歯ブラシの機能

性や清掃性を重視し,選択したためと考えられる.

2.音波歯ブラシの現状
「音波歯ブラシの認知度」は図 7の とおり,「知ら

ない」と回答した者が630%(26名 )「知っている」

と回答した者が37Ю %(15名 )であった。また,音

波歯ブラシを知っている」と回答した15名 に対し,

「音波歯ブラシ使用経験の有無」をアンケー トした

結果,図 8の とお り,「使用 したことがない」が

870%(13名 ),「以前使用していた」が130%(2名 )
であった.「現在使用している」については該当者

がいなかった.ま た,「以前使用していた」と回答

した 2名 は,「音波歯ブラシ使用のきっかけ」の回

答について,「家族や知人の薦め」が 1名 ,「歯科医

院の薦め」が 1名 であった。このことより,歯科衛

生士学科学生であっても音波歯ブラシを知らない者

が 6割 もおり,知 っていても使用したことがない者

が 8割を超え,多かった.こ のことから歯科保健指

導において音波歯ブラシを知ってもらい,その効果

を体験してもらうことが必要と思われる.それによ

り興味を持つきっかけとなればその後の継続使用に

もつながっていくと考えられる。

3.音波歯ブラシ使用感とイメージの変化
「音波歯ブラシの使用状況」は表 1の とおり,使
用中は「使用している」が97.6%(40名 ),「使用し

ていない」が2.4%(1名 )であった。使用後は「使

用している」が927%(38名 )であった.ま た,「現

在使用している」,「 1度やめたが再開した」と回答

した者へ「音波歯ブラシ使用による熟練度」につい

てアンケートした結果,図 9の とおり,使用中では

「まあまあ慣れた」が625%(25名 )と 最 も多 く,

次いで「慣れた」が32.5%(13名 )で あった.使用

後では「慣れた」が579%(22名 )で最も多くなり.

「まあまあ慣れた」が42■ %(16名 )で,使用期間
の経過とともに「慣れた」と感じる者が多かった.

また,使用中では「慣れていない」が5.0%(2名 )
いたが、使用後に該当者がいなかった.独立性の検

定の結果では音波歯ブラシの熟練度と使用期間に関

連性が認められた (p<005).こ れは,使用期間が

長くなるにつれ、音波歯ブラシの使用に慣れ,よ り

効率的にブラッシングを行えるようになることが期

待されることから,歯科保健指導において,正 しい

使用方法を習得し,継続的に使用することで,その

効果を上げられると考えられる.

また,音波歯ブラシを使用しての感想で「良かっ
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た点」は表 2の とおり,使用中,使用後いずれにお

いても「歯がツルツルになる」が最も多く,それぞ

れ48.8%(20名 )であった.次いで,使用中では「手

用歯ブラシより磨けている気がする」3■7%(13名 ),

使用後では「手の疲労感が少ない」300%(9名 )で ,

音波歯ブラシの効果を体感できたことが伺える.ま

た,少数意見であるが使用後では,音波歯ブラシの

機能に着目した「タイマー機能が付いていて磨きや

すい」,「音波歯ブラシの充電がかなりもつ」などの

感想のほか,「意識してブラッシングするようになっ

た」,「ブラッシングが楽しくなった」というブラッ

シングに対する意識の変化がみられた。26日 間の使

用により音波歯ブラシを使いこなし,ブ ラッシング

に対するモチベーションも上がったと思われる.そ

の反面,「悪かった点」では表 3の とおり,使用中,

使用後いずれにおいても,「歯磨剤や唾液の飛沐」

が最も多 く,使用中では464%(19名 ),使用後は

293%(12名 )で ,使用後に大きく減少した.こ れ

は音波歯ブラシの使用に慣れ,日腔内で正しく操作

できるようになったためと考えられる.

「音波歯ブラシ使用によるイメージの変化」では

図10の とお り,「変わった」が95Ю %(39名 ),「変

わらなかった」が2.5%(1名 ),「無回答」が2.5%(1

名)であった.ま た,「変わった」と回答した39名
に,「 どのように変わったか」と質問した結果,「使

用感」に関するイメージの変化が56.4%(22名 ),「使

用法」に関するイメージの変化が33.3%(13名 )で

あった。また,使用後の時点で「使用している」ま
たは「 1度やめたが再開した」と回答した38名 に対

し,「今後の音波歯ブラシ継続の意思」についてア

ンケー トした結果,図 11の とおり,「継続 したい」
が55Ю %(21名 ),「 どちらかといえば継続 したい」

が45Ю %(17名 )であった.音波歯ブラシなどの電
動歯ブラシを知るには,体験してみることが大切で

あるが, 1回 だけのその場限りの使用では気づかな

いことが多くあるため,少なくとも1週間は連続使

用してみることが必要であるといわれている
11'_本

研究においても音波歯ブラシの継続使用に関しては

全員が「継続したい」または「どちらかといえば継

続したい」と回答したことから,音波歯ブラシを多

くの人に知ってもらい,実際に体験してもらうこと

が重要であると考えられる.さ らに継続使用により

音波歯ブラシ使用の技術が上がり,よ り効果的にブ

ラッシングできることが期待できる.

以上のことから,今後は,患者に音波歯ブラシを
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気軽に使用してもらえる環境を整え,歯 ブラシを選

択する際には,音波歯ブラシを選択肢のひとつとし
て考え,歯科衛生士として口腔清掃用具の正しい知
識と技術を備えておくことが大切であると考える。

V.結 論

M短期大学の歯科衛生士学科 1年に在籍する女子

学生41名 を対象に,音波歯ブラシ体験による使用感
の変化について口「苛べた結果,以下の結論を得た.

1.1日 のブラッシング回数は 3回が最も多く,音
波歯ブラシ使用前は878%,使用後は85.4%で
変化はなかった.

2.1回 の平均ブラッシング時間 (使用後)は,手
用歯ブラシが5.2分,音波歯ブラシが4.5分で,

音波歯ブラシを使用しても大幅な時間短縮はな

かった。

3.補助的口腔清掃用具の使用状況は,音波歯ブラ
シ使用前はデンタルフロスが最も多く378%で

あったが,音波歯ブラシ使用中および使用後は,

補助的口腔清掃用具を使用しない者が最も多

く,それぞれ465%,43.2%であった.

4.音 波歯ブラシの認知度は,知 っている者が
37%,知 らない者が63%であった。
5.音波歯ブラシ使用経験の有無は,使用したこと
がない者が87.0%,以 前使用 していた者が
130%,現在使用している者はいなかった.

6.音波歯ブラシの熟練度は,使用中に慣れた者が
32.5%,使用後が579%で ,音波歯ブラシの熟
練 度 と使 用 期 間 に関連性 が認 め られ た

(p<0.05).

7.音波歯ブラシ使用によりそのイメージが変わっ
た者が95.0%で, このうち使用感に関するイ

メージの変化が最も多 く,56.4%で あった。

8。 今後の音波歯ブラシ継続の意思は,継続したい

者が55.0%,どちらかといえば継続したい者が

450%で あった。
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